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遠藤　駿征さん
就農２年目、㈱東濃ファーム代表。独自で畜産農
家から肥育について研修を受け、令和４年１０月
から上野地内で牛の肥育の独立自営を開始。

就農のきっかけ　肉用牛肥育農家さんと話をする機
会があり、牛を飼うことに対する魅力に惹かれていき
ました。
就農してみて　生きもの相手の仕事なので、確実な
正解がなく、苦労しています。
目標　地元への恩返しや地域貢献ができる経営体制
をとりたいと思っています。
農業に興味のある方へ　
楽な仕事ではありませ
んが、やりがいを感じ
られますよ。

平松　太地さん
令和４、５年度に夏秋トマト研修制度を活用し２
年の研修を経て、令和６年４月に地元坂下地内で
独立自営を開始。

就農のきっかけ　農家の方から紹介してもらい、家族
と働けることに魅力を感じました。
就農してみて　行政や農家の方々などの支援もあり、
順調にやっています。強いて言えば早起きがつらいで
す。(笑)
目標　生産規模を広げ、地
域の方が働く場の受け皿に
なりたいです。
農業に興味のある方へ
就農にあたり改めて農業と
いう仕事の価値を感じまし
た。この思いを共有できる
仲間が増えるとうれしいです。

西尾　祐哉さん
夏秋トマト研修制度を活用し、令和２年４月に地
元の阿木で夏秋トマトの独立自営を開始。今年度
からは農福連携事業に取り組む。

鷹見　豪さん
・岐阜県指導農業士会理事
・あすなろ農業塾長（坂本研修所）

就農のきっかけ　実家がトマト農家で、作業を手伝
ううちに、仕事として携わりたいと思いました。
就農してみて　研修時との土壌の違いや毎年異なる
気象条件など、日々試されています。
目標　栽培技術の向上と経営基盤の確立です。その
上で、農福連携に取り組みたいと考えています。
農業に興味のある方へ
大変なことも多いですが、
発見も多くあり、面白い
です。短期の体験なども
あるので、ぜひ一度試し
ていただければと思いま
す。

活動内容
指導農業士として、農業大学校や管内の農業高校での
出前講座、学生の派遣学習などの受け入れを行なってい
ます。あすなろ農業塾長としては、平成25（2013）年
から６人の研修生を受け入れました。
新規就農者の皆さんへ
この地域の農業を守ってこられた先人たちへの感謝と尊
敬の念を忘れず、既成概念にとらわれない新たな挑戦で
地域を活性化、発展させ次世代へつなげて欲しいです。

　新規就農者を経て、担い手として市が認定する認定
農業者となり、地域の農業を守っている先輩農業者もた
くさんいます。
　さらに、県が認定する指導農業士や青年指導農業士、
女性経営アドバイザーの方々が、研修の受け入れや指導
など、次世代の担い手育成のため活躍しています。
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